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【内部評価用】                                                        ＮＯ １         

令 和 ４ 年 度 【 １ 学 年 】 評 価 個 票 

 

 

 

 

  

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

① 時間と期限を守ることができる生徒。 

② 率先して挨拶ができる生徒。 

③ スマホの適切利用ができる生徒。 

④ 礼儀正しくルールや規範を守る意識の高い生徒

を目指す。 

① 守ることができなかった生徒も

いたがほとんどの生徒はできて

いた。 

② 多くの生徒は挨拶ができる。 

③ 授業で使う機会が多い。ゲームな

どで使用する生徒がいて十分適

切であったとはいえないが、概ね

できている。 

④ 全体的にはできている。 

B 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 

「時間と期限を守る」  5 分前行動、提出物の期限を

守ることができたか。 

ほとんどの生徒はできている

が、一部生徒は遅刻したり 

提出できない生徒もいた。 

 ○  

２ 

「率先して挨拶」 日常生活で挨拶が率先して

できたか。 

ほぼできていた。 

 

 

○   

３ 

「スマホの適切使用」  節度を持ったスマートフォン

の使用ができるか。発言、発

信に責任をもてるか、注意喚

起できたか。 

授業で使う機会が多く必要品

ではあるが、スマホ依存の生

徒が多い。1学期には情報発

信で不適切使用で指導もあり

課題が残った。また、ときどき

ゲームをしている生徒もいた

ので注意をした。 

 ○  

４ 

「安全で平和な秩序あ

る学校」  

 

違う価値観を受容し、いじめ

やヘイトのない環境を作ること

ができたか。 

個人の価値観を尊重すること

はほぼできた。SNSの使い方

に気をつけていきたい。 

 

 

 ○  

５ 

「ルールや規範を守る

意識」 

お互いを尊重する意識を日

常生活で当たり前に持ち続け

られたか。礼儀正しい態度で

生活できたか。 

ほぼできていた。 

 

 

 

○   
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【内部評価用】                                                        ＮＯ ２        

令 和 ４ 年 度 【 ２ 学 年 】 評 価 個 票 

 

 

 

 

 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

⑤ 時間と期限を守ることができる生徒。 

⑥ 率先して挨拶ができる生徒。 

⑦ スマホの適切利用ができる生徒。 

⑧ 礼儀正しくルールや規範を守る意識の高い生徒

を目指す。 

⑨ 進路目標を明確にし、進路実現に向け努力を継続

できる生徒。 

① 一部生徒に遅刻常習者、未提出者

がいるが、おおむねできた。 

② おおむねできた。 

③ スマホ依存の傾向は強い。 

④ おおむねできた。 

⑤ 未定者もいるが進路目標を明確

にしつつある生徒が多い。 

B 

 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 

「時間と期限を守る」  5 分前行動、提出物の期限を

守ることができたか。 

5分前行動まではいかなかっ

たがほぼ授業開始には準備

できていた。 

提出物の期限は守れる生徒

が多かったが一部できない

生徒もいた。 

 

 ○  

２ 
「率先して挨拶」 日常生活で挨拶が率先して

できたか。 

ほとんどの生徒ができた。 

 
○   

３ 

「スマホの適切使用」  節度を持ったスマートフォン

の使用ができるか。発言、発

信に責任をもてるか、注意喚

起できたか。 

授業で使用するケースも多く

適切使用できたことも多いが

休み時間ゲーム等で使用す

る生徒も多数いた。 

 

 ○  

４ 

「安全で平和な秩序あ

る学校」  

 

違う価値観を受容し、いじめ

やヘイトのない環境を作ること

ができたか。 

全く問題がなかったわけでは

ないが、ほぼ平和に過ごせ

た。個々には不登校傾向の

生徒は多くいた。 

 

○   

５ 

「ルールや規範を守る

意識」 

お互いを尊重する意識を日

常生活で当たり前に持ち続け

られたか。礼儀正しい態度で

生活できたか。 

遅刻の常習が少数いたが、

規範遵守の意識は高かっ

た。 

 

 

○   

６ 

「進路実現に向け努

力を継続できる」 

進路目標を明確にし、進路実

現に向けてモチベーションを

高め、努力を継続できたか。 

進路未決定な生徒もいるが、

進路を考え次年度コース、選

択を真剣に考える生徒が多

かった。 

 ○  
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【内部評価用】                                                        ＮＯ ３   

令 和 ４ 年 度 【 ３ 学 年 】 評 価 個 票 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

① 進路選択における自主自律：「授業、学校行事、

部活等、自ら主体的に参加し、進路実現に向けた

表現力を育成する。総合型選抜及び学校推薦型選

抜だけでなく、一般選抜でも対応できる生徒の育

成」 

② 学力の育成：「知識・技能、思考力・判断力・表

現力、主体性・協調性を構成し、受験に自らが挑

戦して勝ち抜く力を育成する。」 

③ 入試を団体戦として捉え学年一丸となって取り組

む姿勢を作り上げる。 

④ 生活目標：「時間厳守」「心のこもった挨拶」「

スマートフォンを正しく使う」「TPOを守る（服

装態度）」 「より高い目標への挑戦（特活、部

活、生徒会、ボランティア）「整理整頓・清掃の

徹底」 

①最上級生に進級し、高校生活を主体的に充実させよう

とする生徒が多く、進学に向けて学習に対する姿勢も良

かったと考える。後輩達の指導も生徒会活動、部活動双

方において、良く面倒を見ていた。 

②全ての生徒にこれらの目標を達成することは困難で

あったが、３学年担当の先生方の尽力で、様々な場面で

成長、向上が見られた生徒が多い印象である。 

③進路指導主任の主導の下、細やかな指導、生徒達に親

切に対応できたと考える。 

④スマートフォンついては、これに生徒が依存している

側面を感じ、３年になってもゲームで遊んでいる生徒が

多数見受けられた。これを抑制することは、今の IT時

代に生きる生徒達には至難の業と思われる。 

A 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 

「進路選択における

自主自立」  

学校生活における様々な活

動を通し、進路実現に向けて

自主的に調査、研究、研鑽を

重ねられたか。 

真剣に進路研究し、自分の

将来と目標を定め、この実現

のため努力する生徒が大半

であったと判断する。 

○   

２ 

「学力の更なる育成」 受検に必要となる知識、技

能、思考力、判断力等をつけ

るためには、どうしたらよいか

を考えさせ、主体的に学習に

取り組む姿勢を育てることが

できたか。 

模試の活用をもう少し意識

的に行う必要を担任全てが

感じていたものの、なかなか

具体的に取り組めなかっ

た。スタディサプリを利用す

る生徒が多く、これは学力向

上につながったと見る。 

 ○  

３ 

「学校行事への前向

きな取り組み」  

コロナ禍の中、文化祭等の行

事を、学校全体のために、最

高学年として最善の企画運営

させることができたか。 

文化祭が制限されてはいた

が、来客を得たことで非常に

活性化し執行部を中心に楽

しく充実した行事になった。 

○   

４ 

「スマートフォンの適

切な使用」 

 

節度を持ったスマートフォン

の使用ができるか。発言、発

信に責任をもてるか、注意喚

起できたか。学習等に必要と

なるアプリを使いこなせた

か。 

No.2 にも述べたが、学校教

育でスマホの活用機会が増

える中、注意喚起すれど、中

毒的、依存的側面は改善の

余地があると考える。 

  ○ 

５ 

「時間厳守」、 「挨

拶」、「TPO を守る」

等、最高学年に相応

しい行動が出来る

か。 

高校生活の総仕上げとして、

年齢に相応しい行動が出来

るか。また、法改正により、成

年年齢に達した生徒に、その

自覚を促せたか。 

今後の教育計画にも含まれ

るライフデザイン教育、契

約、借金、権利拡大等につ

いても学ぶ機会を設けて意

識の向上を目指している。 

○   
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【内部評価用】                                                       ＮＯ． ４         

令和４年度【学校運営】領域（教務係）評価個票 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

① 生徒の学習環境の改善に努めるとともに、危機管理を

行い、想定されるさまざまな災害・事故・事件に備える。 

② 行事や会議等の企画・運営に関し、校内の各部署と綿密

な連携をとり、より効率的で円滑な学校運営を図る。 

③ 公式ホームページの定期的な更新や「野沢南だより」等

の発行を通じ広報活動をより充実させ、開かれた学校

づくりを進める。 

 新型コロナの感染状況によりオンライン授業なども行いつつ、年間行事

もほぼ計画通りに実施できた。危機管理の面では、防災機器の取扱について

研修し、3年ぶりに校庭への避難訓練を実施して改善点も明らかになった。 

 学校運営の面では、状況に合わせ関係部署と連絡を取りながら進めること

ができた。 

 公開授業は見送っているが、ホームページの全面リニューアルを行った

り、「野沢南だより」の発行をしたりして、情報発信を図った。今後もより

充実した内容になるよう努めたい。 

A 

No 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 
危機管理 防

災訓練の運営 

危機管理を進め、災害、事故、

事件に対する備えができた

か。 

危機管理の観点から、防災機器の取扱について研修を行った。ま

た、防災訓練では、10月3日に消防署から講師を招き、地震発生と

火災発生を想定して、避難訓練と消火器による消火訓練を実施し

た。その中で緊急用ハンドマイクや校内緊急放送設備の改善点も見

つかった。 

○   
 

 

２ 

時間割、行事計

画、日課等の検

討、運用 

立案、運用を適切に行い、生

徒の学習環境の改善につなげ

ることができたか。 

新型コロナの感染状況により各学年オンラインによる授業も数日行

ったが、概ね偏りのない時間割や行事計画を立案、運用でき、生徒の

学習環境を保つことができた。 

 

○ 
  

３ 

職員会議、成績

会議、朝会の企

画・運営 

会議を適切に企画、運営でき

たか。 

会議に向けての資料のペーパレス化や C4TH による成績会議資料の作

成で効率化を図った。また、引き続き chat を用いての連絡で会議の

時間短縮に努めたい。 

 

○ 
  

４ 

入学式、卒業

式、始業式、終

業式の運営 

関係部署と協力し、効率的で

円滑な運営ができたか。 

関係部署と意見を調整し、円滑な運営を行うことができた。始業式や

終業式については、来年度に向け映像で各教室に配信できるよう準備

を進めている。 

 

○ 
  

５ 

体験入学、公開

授業の企画運

営 

ＰＲ活動・渉外活動を含め、

企画、運営を適切に行うこと

ができたか。 

体験入学では生徒会等の参加も望まれたが、コロナ禍では今回の授業

を体験するスタイルが妥当なものであった。残念ながら参加できなか

った生徒もいたが、参加者の感想をまとめて本校職員に配布し、一定

の成果を上げることが出来た。 

公開授業は新型コロナの感染状況により中止したが、来年度は実施の

方向を考えている。 

 ○   

６ 
公式ホームペ

ージの運用 

更新を適切に行うことができ

たか。より閲覧しやすいペー

ジを目指し改良を重ねること

ができたか。 

閲覧しやすく、様々なデバイスに対応したレイアウトへと、全面リニ

ューアルを行った(９月)。閲覧者別に必要な情報を素早く閲覧できる

工夫をし、内容も分かりやすいように心がけた。WEB版「野沢南だよ

りミニ」を発行。紙版では扱われなかった校内行事を中心に掲載した。

今後も継続して情報発信の充実に向け、改良していきたい。 

○    

７ 
｢野沢南だよ

り｣の発行 

内容において充実を図る等の

工夫を重ねることができた

か。また、発行を通じて広報

活動をさらに充実させること

ができたか。 

今年度は第 6号まで発行することができた。（今年度中にさらに 1号

発行する予定）写真を多く使用することによって、より本校の生徒の

様子が分かるように工夫した。近隣地区、各中学校への配布を今後も

継続して行い、開かれた学校づくりをさらに進めていきたい。 

  ○  

８ 

校内ネットワ

ーク環境の維

持管理 

維持管理を適切に行うことが

できたか。ﾄﾗﾌﾞﾙに対して迅

速・的確に対応できたか。 

行政NWのDHCPサーバーの導入時に通信障害が起こってしまったが、

事務と連携して原因究明・復旧することができた。またその他のトラ

ブル等はおおむね迅速に対応することができた。 
 ○   
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内部評価用】                                                         ＮＯ ５      

令和４年度【進路学習指導】領域（図書・視聴覚係）評価個票 

 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 
総合評

価 

① 朝読書の充実を図る。 

② 図書委員会活動の活性化する。 

③ 明るく利用しやすい図書館にする。 

④ 芸術鑑賞の企画・運営を、校内の各部署と連携

と取りながら実施する。 

⑤ 視聴覚機材を各部署が充実して使用できるよ

う、維持管理をする。 

〇委員会活動については、書店での図書選定、文

化祭の新企画展示など、新たな取り組みを実施す

ることができた。 

〇総合的探究での調査支援、定時制の授業への

支援（選書）など新たな連携の形を整えることがで

きた。 

〇古典芸能に親しみを持ってもらうことができた。 

Ａ 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 朝読書及び読書指導 

生徒が朝読書を通じ、書物

に興味を持ち楽しく読む

姿勢をつくり得たか。 

日課として朝の読書を実施。貸出

数の増加には結びつかず、クラス

文庫の更新を増やした。 

 ○  

２ 委員会活動 

当番活動を始めとして、広

報活動・選書活動・調査活

動等に積極的に取り組め

たか。特に貸し出し冊数の

増冊ができたか。 

委員会の各種行事を遂行。加え

て、書店での図書選定、広報活動、

文化祭の新企画展示、今日のでき

ごと書き換えなど、新たな取り組

みを多数実施した。 

○   

３ 教科との連携 

各教科との連携をスムー

ズに行い、資料等の情報を

提供することができたか。 

総合探究における生徒の課題調査

支援を強化するとともに、配信授業

を実施。定時制（国語）授業内で図

書館用図書を選書するなど、新たな

連携の形を整えた。 

○   

４ 
蔵書管理システムの

活用 

図書館活動に十分に活用

できたか。 

蔵書をきちんと管理でき

たか。      

InternetExplorer サポート終了

にともない、教職員端末からの蔵

書検索が困難になった。蔵書シス

テム内の整備は進行中。 

 ○  

 

５ 

 

レファレンス・サー

ビス 

利用者からのレファレン

スに対し、他館との連携な

どにより、資料の提供がで

きたか。 

生徒および教職員からのリクエ

ストに応じ、県内高校図書館と県

立長野図書館から、のべ 50 冊以

上の資料を収集、提供。 

○   

６ 
視聴覚・情報機器の

管理 

機器の管理・保全ができた

か。 

 

貸借希望に応じて貸し出しをす

ることができた。 〇   

   

７ 

 

芸術鑑賞の運営 

生徒の関心と芸術的感性

を高める企画であったか。 

芸術鑑賞では落語を鑑賞しても

らい、古典芸能について生徒の

関心を深めることができた。 

〇   
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【内部評価用】                                        ＮＯ ６ 

令和４年度【進路学習指導】領域（進路指導）評価個票 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

① 進路実現に向けた主体的な活動を支援する 

② 多様な入試に対する受験指導を行う 

③ 保護者から進路指導への理解と協力を得る 

④ 職員の間で進路情報の共有を図る 

⑤ 校外模試に基づく受験指導を細目に行う 

⑥ 総合的な探究の時間係や鈴蘭アカデミーと

の連携及び協力を図る 

 今年度も新型コロナ感染症第 7波第 8波の影

響により、大学出前授業（7月末）やようこそ先輩

(1 月末)が一部オンライン開催となったり、特に

大学受験を控えた 3 年生の特編授業の実施方

法に一部工夫をするなど、対応に苦慮する面は

あったが、年度計画は概ね実施できた。 

B 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 適切な進路指導 
進路計画に基づき系統的

な進路指導ができたか。 

1･2 年では生徒の学力実態を

鑑み、3 学期に年度計画の変

更(模試から小論文指導へ)を

行うなど必要に応じた柔軟な

対応ができた。 

 〇  

２ 
学力の向上 

（自立学習支援） 

学力向上に向け学習への

自立支援ができたか。 

高大接続事業の学習ツールを

使い、学力向上に向けた学習

及び進路指導ができた。特に

2年生においては、3学期の補

習を 12 月に前倒して実施し

た。 

 〇  

３ 
学校推薦型選抜等の

組織的指導 
丁寧な指導ができたか。 

当該生徒に必ず指導職員が付

き、小論文，面接，ﾌﾟﾚｾﾞﾝ，口

頭試問などの指導を行った。

指導上、複数の職員で指導内

容を分担連携するなど、組織

的な指導ができた。 

〇   

４ 保護者との連携 
進路指導への理解協力を

得られたか。 

保護者説明会の実施や受験関

連の通知発行等を通して全体

かつ個人的な理解を求め生徒

への指導に当たることができ

た。 

〇   

５ 情報の収集と共有 
進路情報を共有し的確な

指導ができたか。 

多種多様な進路情報を取捨選

択して、生徒及び担任並びに

係職員等の間で情報の共有を

図った。 

 〇  

６ 一般選抜の進学指導 
模試の分析と継続的な受

験指導ができたか。 

進学希望の生徒との面談を適

宜行い、大学受験の体系な知

識を教えながら、志望校を絞

り込む指導を継続的に行っ

た。 

 〇  

７ 
勤労観・職業観の育

成 

総合的な探究の時間係と

連携できたか。 

大学出前授業やようこそ先輩

など、その趣旨を係及び職員

が理解して支援することがで

きた。 

 〇  
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【内部評価用】                                         ＮＯ ７  

令和４年度 【進路学習指導 】領域 （総合探究 ）評価個票 

 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

① 年間を通した適切な指導計画、評価基準

に基づき授業を展開する。 

② 課題別テーマ別探究活動を通して体験的

学習等を取り入れながら、自分の将来像

を主体的に模索し、キャリア形成の基礎

の定着を図る。 

③ 進路指導係、キャリア教育係との連携と

推進を図る。 

新たな総合的な探究活動への理解をいただき、

全職員が分野別に生徒の探究活動をサポート

し2年目となった今年は、3学年生徒の振り返

りから探究活動を経験しての前向きな意見が

多数あり一定の成果を得られたと言える。しか

し変わらずコロナ禍での影響もあり、校外での

体験的な学習に向かう姿勢に乏しいことは否

めない。今後も探究活動によるキャリア形成の

基礎の定着を軸に、生徒が主体的に取り組める

授業の展開を模索していく。 

B 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 各分掌との連携 

進路指導係やキャリア教

育係と連携を図りながら

指導を行えたか。 

進路指導係との計画立案及び

実施に向けた情報共有に加

え、ICT係や図書係との連携に

よって、探究活動を展開でき

た。今後、安定的な連携に向け

た工夫が求められる。 

〇   

２ 
授業計画の立案と実

施 

総合探究が意義のあるも

のとなるような授業計画

の立案とその実施を計画

的に実施できたか。 

係を中心に諸活動計画を適時

立案してきた。コロナ禍でも

対面の授業を基本とし展開で

きた。生徒の振り返りアンケ

ートの結果を踏まえ、今後も

引き続き生徒が学びを楽しめ

る方法を模索していく。 

 〇  

３ 

評価基準に基づいた

振り返りや適切な助

言 

評価基準に基づいて、適

切な時期に振り返りや適

切な助言ができたか。 

3観点評価基準に基づいて、振

り返りや相互評価に向けて適

切に助言できた。今後も、適切

な時期に適切な助言が生徒間

或いは生徒教師間で活発に行

えることを目指す。 

〇   

４ 
自己理解・社会理解

の促進 

キャリアガイダンス・講

演会・キャリアインター

ンシップ・「ようこそ先

輩」など効果的に取り組

めたか。特に、課題別テー

マ別探究活動は充実した

実践につながったか。 

徐々にキャリア教育に関わる

行事もコロナ前の状況に戻り

つつあるが、十分とは言えな

い。こうした状況下だがらこ

そ、探究活動において各自の

テーマにあった場所に出向

き、体験的な学びを通して自

己理解・社会理解を進めるべ

きという認識が必要と言え

る。 

 〇  
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【内部評価用】                                                        ＮＯ．８  

令和 ４年度 【キャリア教育 】領域 （キャリア教育 ） 

 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

① 生徒の将来の職業選択や自己実現のため

に必要な人生観を育む探究的な学びの援

助を行う。 

② 生徒自身の自己理解を深める援助を行う。 

③ コミュニケーション能力を育むための条

件を整える。 

コロナ禍でも、生徒の自己理解社会理解の深化や人生

観を育む学びの援助のために、校内外の方々の理解と

協力によってコロナ前に近い形で行事を実施できた。

今後も、いかなる状況下でも、生徒が様々なことに目

を向け理解を深め、厳しい社会情勢において、しっか

りとした勤労観を養うことができるよう、一層の工夫

が必要とされる。 

B 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 
自己理解の深化・社

会理解の拡大 

マインド・マップ、ワー

クショップの活用、各種

行事への参加や各種調

査（進路希望・スタディ

サポート・スタディサプ

リなど）を通じて、生徒

の自己理解の深化を援

助できたか。 

例年通りの各種調査の分析を通して、

自己理解を深める援助となった。「キ

ャリアパスポート－南高自分史記録

－」も本格導入2年目となり、個々の

記録を一層蓄積できた。今後、内容に

より深みのある記録となるよう生徒

に目的意識を持たせたい。 

 〇  

２ 
コミュニケーション

能力の伸張 

教育活動のあらゆる場

面や探究活動において、

コミュニケーション能

力の伸張が図れるよう、

カリキュラムや行事計

画について必要な手だ

てを講じることができ

たか。 

探究活動の仕組みを構築する中で、学

年の枠を越えた生徒間の意見交流、生

徒と教師が対話する場面を設定でき

た。 

今後、日頃の授業等で一層活発に生徒

同士が意見を出し合い、また生徒と教

師の対話の機会を増やす工夫が求め

られる。 

 〇  

３ 情報伝達 

重点目標実現のために

有益な情報（ボランティ

ア・各種体験などの募

集）についてICTを効果

的に用いて伝達する工

夫をし、周知の徹底がで

きたかどうか。 

校外でのイベントが徐々に実施され

るようになり、学年、職員、係等で、

可能な限り有益な情報の共有を図っ

た。 

コロナ禍で校外に出ていく機会が減

り、また躊躇する傾向にあると感じ

る。この状況下で生徒の参加を促すこ

とが課題だ。 

〇   

４ 
他の機関等との連携

強化 

外部講師・病院・上級学

校・保護者や地域の人々

などとの連携を深め、生

徒の自己理解や社会理

解の援助ができたか。 

今年も県内外の大学の協力、ICT機器

の利用で「大学出前授業」を実施でき

た。また病院関係者によるオンライン

説明会にも参加した。近隣の大学との

高大連携も始まりつつあり、校外に生

徒の目を向けさせる工夫が今後も必

要とされる。 

 〇  
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【内部評価用】                                                      ＮＯ．９ 

令和４年度【生徒指導】領域（人権教育係）評価個票 
 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

正しい認識の基盤となる科学的な学習と想像力

とが、「平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭

を地上から永遠に除去」することに繋がること

を学ぶ。また、「共生」社会を実現するための具

体的な行動の仕方について認識を深めさせる。   

今年度の人権教育ＬＨＲの狙いは、「悩み」とい

う一見ネガティブな状態をポジティブは方向

に転換していく方法を入れるとともに、生徒間

に「共感」を作るところにあった。生徒一人一

人のコンディションが劇的に変化したという

ことはないだろうが、2点の狙いについては、

一定の手応えを感じることができた。 

Ａ 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 

全校人権ＨＲの実施

及び前後の取り組み 

 

人権問題についての正し

い理解と認識が深まった

か。全校人権ＨＲの前後

で、必要な段階を踏むこ

とか。生徒にとって、「自

分自身の問題」として引

き付けることができるテ

ーマを選ぶことができた

か。 

コロナ禍による分断が進んで

いるという背景もあり、悩み

に捕まってしまう状態を「そ

の人らしく生きる権利」が疎

外されている状態と捉えて、

「悩み」にどう対処するかと

いうテーマで取り組んだ。 

 「悩んでいるのは自分だけ

ではない。みんなそれぞれに

悩んでいる」という共感は、生

徒の中に作ることができたの

ではないかと考える。 

〇   

２ 職員研修の実施 

人権教育に携わる指導者

として、教材と教案に関

する理解を深めることが

出来たか。 

事前の職員会等で、それなり

に揉むことができたし、生徒

の悩みについても職員集団内

で理解を深めることは出来た

と思われる。 

 〇  
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【内部評価用】                                                        ＮＯ．10 

令和 ４年度 【生徒指導 】領域 （生徒会係 ）評価個票 
 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

① 計画力・企画力・指導力・調整力を持つ執行

部を育成する。 

② 各委員会の活性化を図り、生徒一人一人が委

員として自覚を持ち、自主的に行動できるよう

にする。 

③ 様々な活動を学校内外に発信する。 

④ 今後の自主活動のあり方について探究する。 

旧執行部については、新型コロナウイルス感染症の対策

を講じながら、様々な行事を運営することができた。ま

た、仕事量が偏っていた所は、調整し、協力し合いなが

ら行っており、成長を感じることができた。新執行部に

ついては、全校生徒が関わることのできる生徒会づくり

を目標にしており、その達成を促す指導をしていくこと

が課題である。 

A 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 各行事の企画・運営 
設定時期・内容・運営が

適切であったか。 

コロナ対策を踏まえての行事運営のため、直前

まで、方向性が定まらず、準備が遅れがちになっ

てしまった。そのため、臨機応変に行動すること

を求められ、対応力を身につけた。計画段階か

ら、コロナ対策を踏まえて、準備することができ

た。早め早めに計画を立て、感染状況に左右され

ない行事運営ができるように指導していく。 

 〇  

２ 執行部指導 

役員会・執行部会の機

能の充実、自主性・創造

性の醸成がはかられた

か。 

定期的に会議を持つことができた。また、登校で

きないときでも、リモート会議を行い、行事の準

備等を進めることができた。リモート会議の効

率的な進め方、意見のまとめ方など、ツールを使

って行うことができるようになった。 

〇   

３ 委員会活動の活性化 
委員長を中心に、多く

の委員が活動したか。 

委員会内の連携がしっかりとれ、充実した委員

会活動ができたところが多かったので、今後も

同様に活動できるよう指導していく。 

〇   

４ 委員会活動の連携 

委員会間、生徒間、顧問

間の連携がはかられた

か。 

全校生徒に関わってもらう生徒会にしようとし

ていたが、執行部からの情報が伝わっていない

ことがあり、情報の発信の仕方を工夫すること

が必要である。執行部と全校生徒、執行部と顧問

間の連携がもっと密にとれるようになると良

い。 

 〇  

５ クラブ活動の活性化 

加入・活動人数の増加

が図られたか。 

充実した活動ができた

か。 

各クラブ顧問の先生方のご指導のもと、例年通

り活動することができた。加入・活動人数は昨年

度並みであった。 
〇   

６ 文化祭の質的向上 

より高いテーマや目標

を掲げて準備できた

か。学校内外から評価

が得られたか。 

限定公開ではあったが、一般公開ができた。コロ

ナ対策をしながら、今できることを模索し、最大

限の活動ができた。様々なことに対して、執行部

全体で、連携を取りながら、臨機応変に対応する

ことができた。 

〇   

７ 地域への貢献 

ボランティア活動や地

域清掃等を通じて地域

への貢献をはかられた

か。 

生徒会執行部の生徒中心に、定時制生徒会と連

携し、2回の地域清掃を行うことができた。学生

ボランティアなどにも積極的に活動できるよう

支援していく。 

〇   
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【内部評価用】                                                       ＮＯ．１１ 

令和４年度【生徒指導】領域（生徒指導係）評価個票 
 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

① 学校内外に於ける安全を確保する。 

② 生徒の自律的生活習慣の確立をサポートする。 

③ 生徒の自治的な活動を支援する。 

④ 家庭及び地域との連携をはかり、学校内外での

事例に対し速やかに対応できる体制を整える。 

⑤ 生徒集団の意識を高めるための投げかけ・働き

かけを意識的に行う。 

 係としての問題意識は、生徒集団の自治的な力

にも依拠しつつ、学校内外に於ける安全・安心を確

保するところにある。中々先が見通せないコロナ禍

によるストレスが社会全体に掛かり続けている状

況下で、不登校傾向を示す生徒は少なくないので

あるが、校内生活における安心・安全の度合いは、

高い水準が維持できていると考える。 

A 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 風紀指導 
計画通り（年３回）風紀指

導を実施したか。 

計画通り実施した。基本的に落ち着いた状

態にあり、現状を維持したい。 
〇   

２ 
交通安全指

導 

春・秋計 2回の交通安全指

導、自転車の安全運転、原

付安全講習会を実施し、交

通安全に対する意識を高

めることができたか。 

スタントマンによる交通安全教室は、迫真

の演技もあり、生徒たちも真剣に受け止め

たと思われる。春秋の交通安全週間の取り

組みは、例年通り生徒会との共催で実施。

大きな事故等はなかったが、安心できる状

態ではない。 

 

〇 

 

  

３ 

生徒自ら安

全を守る主

体性・安全意

識を高める 

交通安全に限らず、身の回

りにある危険を自ら回避

する意識をことあるごと

に喚起する。 

自分たちの安全は自分たちで確保しよう

という呼びかけは、事ある毎に行ってい

る。一人一人の意識が高まったとは言い切

れないが、言葉としては入っていると思わ

れる。 

 

 

〇 

 
 

４ 

生徒集団の

意識を高め

るための投

げかけ 

生徒指導通信等を活用し、

様々な問題を生徒に発信

をし、各自の問題として考

え、解決できるように努め

たか。 

生徒会委員会と連携が取

れたか。 

３と重複する部分が大きいが、始業式・終

業式の際の生徒指導からの話・生徒指導通

信を通して、生徒に対する注意喚起及び問

題提起を行っている。交通委員会及び風紀

委員会との連携は日常的に行っている。 

 

 
〇  

５ 
指導の公明

性 

問題行動等、生徒への指導

において、その根拠・手続

きなどが十分に生徒・保護

者に説明されているか。 

特別な指導の対象となる所謂問題行動は

なかったが、問題行動に対する指導に限ら

ず、指導の内容については家庭にも書面で

通知しており、理解は得られていると考え

る。 

〇 

 
  

６ 
職員連携体

制の確保 

目的と情報を共有しつつ、

有機的な連携がとれる全

職員の協力体制と意識の

統一を図ることができた

か。 

個々の指導案に関しては、係と学年会の合

同会議で決定されていくシステムであり、

具体的な指導も係・学年の連携で行ってお

り、目的と方法の共有は図られている。 

〇 

 
  

７ 

保健係、生徒

支援委員会

等の連携 

生徒の心の問題やいじめ

の根絶等について、保健係

や生徒支援委員会等校内

の諸機関と十分に連携が

はかれたか。 

今年度については、他の係との連携が必要

となるような事例がなかったため、実際に

連携を模索することはなかったが、必要が

あれがいつでも連携できる状態にある。 

 〇  
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【内部評価用】                                         ＮＯ．１２          

令和４年度【学校運営】領域（特別支援教育係）評価個票 

 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

①特別な支援を必要とする生徒の支援計画、支援

体制の充実を図る。 

 

②職員向けに発達障がい等の研修会を企画し、障
がいについての知識理解を深める。 

欠く生徒の必要な支援が行えたが、個別支援

においてもう少し早い対応が必要であった。

また研修会の企画が遅れてしまい先生方に

ご迷惑をお掛けしてしまった。 
B 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 

校内の特別支援教

育体制の充実。 

支援体制について

の研究及び情報収

集 

高等学校特別支援

教育研究会で学ん

だ内容を基に、支援

計画、支援体制につ

いて具現化するこ

とができたか。 

相談室使用状況及びカウンセリング

予定を共通理解とするためスプレッ

ドシート上にて表を作成できた。 

来年度に向けて特別支援の態勢をど

のように深めるかが課題である。 

 ○  

２ 

実態把握のための

情報収集、職員間で

の連絡調整、支援会

議の連絡調整・企

画・運営 

中学校から情報収

集、保護者からの連

絡シートによる情報

収集、クラス担任、

教科担任をはじめ職

員からの聞き取り調

査による実態把握を

行う。定期的に生徒

支援委員会を開き、

生徒の情報を共有

し、生徒支援（相談）

について積極的に

対策を講じ、解決に

向けた取り組みが

できたか。 

中学校からの情報等、生徒の状況把

握がしっかりできた。しかし情報量

が多くある程度精査して見やすい媒

体を作る必要がある。また担当職員

用の生徒支援マニュアルがあると良

いと感じた。 

各担任からの生徒支援に対応するこ

とができたが、その対応策を職員全

体で共有が必要と感じた。 

 ○  

３ 

 

発達障がいの研修

会の計画 

職員が参加しやす

い研修会が計画で

きたか。また、研修

会を行うことによ

って職員の知識、理

解を深めることが

できたか。 

職員研修会が遅れ先生方に多大なご

迷惑をお掛けしてしまった。来年度

に向け研修会の日程を年歴に入れて

早めの準備を心がけたい。  ○  
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【内部評価用】                                                    ＮＯ １３

令和４年度【保健・環境】領域（整美係）評価個票 

 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

 

① 校舎内外の清掃・美化 

 

② 委員会活動の活性化 

 

①校舎の外掃についても生徒会執行部と協力

し、清掃・美化に取り組んだ。 

 

②コロナの影響もあり、ゴミの分別にも力をい

れた。 

A 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 

校舎内外の清掃・美

化 

・清掃分担は監督し

やすい場所にする

よう配慮し、通年、

清掃が日常活動と

して定着できるよ

うにする。 

・用具庫が機能的に

使用できる状態を

維持し、必要なも

のは購入する。 

 

清掃は日常活動として定

着しているか。 

 

 

用具庫を機能的に使用で

きるように維持している

か。 

自分たちのクラスの分担の清

掃用具の点検を行い、足りな

いものなど調査した。 

来年度以降は、定期的に用具

室の点検を行い、必用なもの

のチェッツクをしたい。       

新しい係に引き継ぎ、生徒

全員で２回に分けて中庭の落

ち葉や枯れ草などを集め、中

庭をきれいにすることができ

た。 

 

○   

２ 

委員会活動の活性化 

・日常清掃を最も重

視し、自分たちの

クラスの分担の用

具、清掃状況を点

検する。また、ゴミ

の分別を徹底す

る。 

・生徒会執行部とと

もに、校外清掃を

実施する。 

 

用具の点検整備、モップ

洗い、ゴミステーション

当番などしっかりと活動

しているか。 

 

計画に従って校外清掃が

実施できたか。 

日常の清掃活動もしっかりと 

行う事が出来た。今年度、新

しいモップで校舎内・トイレ

などきれいに清掃できた。 

地域清掃では、生徒会執行部

や整美委員などで計画的に行

う事が出来た。        

来年度以降もいろいろな場所

の清掃に励んでいきたい。 

 

○   
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【内部評価用】                                         ＮＯ．１４          

令和４年度【学校運営】領域（保健係）評価個票 

 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

① 生徒が心身ともに健康な身体で、安心安全な

学校生活を送ることができるよう支援する。 

② 生徒支援委員会や特別支援教育コーディネ
ーター等と連携をはかり、チームで細やかに
健康相談が実施できるようにする。 

 

4 月下旬～5 月は新型コロナウイルス感染症

の広がりがあり、学校行事等の対応に追わ

れる時期があった。その中で情報提供や感

染防止の呼びかけに重点を置き活動した。2

学期も第 7波・8波の対応に追われてはいた

が、個人の対応にも十分注意し安全安心な学

校生活が送れるよう活動した。 

 

A 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 
基本的な生活習慣

の指導 

睡眠、食事、服装、

薬に頼らないなど、

生活習慣の改善が

みられたか。 

 

スマートフォンの使用状況をみると、

利用の仕方を工夫している生徒とそ

うでない生徒と二極化しており、家庭

への呼びかけが必要。 

 〇  

２ 
健康・安全意識の 

向上 

定期健康診断を全

員が受診したか。 

必要に応じて専門

医の受診を受けた

か。 

誰でも安心して利

用できる保健室で

あったか。 

生徒の観察を通じ

て、その健康状態を

正しく把握できた

か。 

感染症の予防に努

め感染拡大は防げ

たか。 

職員・生徒への講習

会を実施できたか。 

今年度も新型コロナウイルス感染

症予防の観点から健康診断や検診

等の対応に努めてきた。 

保健室休養者も多く、一人ベッドで

休養したら枕・掛け布団カバー襟元

にタオルをかけすぐ交換できるよ

うにした。 

新型コロナウイルス感染症陽性者

の感染後の後遺症と診断される生

徒も複数名おり、対応を考えたい。 

 

生徒保健委員会を通じて感染症対

策や熱中症対策を呼び掛けた。 

〇  ・ 

３ 

生徒支援委員会、い

じめ防止対策委員

会等との連携、充実 

保健室や生徒支援

委員会・特別支援教

育支援コーディネ

ーター等と情報の

共有をし、細やかに

対応することがで

きたか。 

委員会と連携しな

がらチームで対応

することができた

か。 

毎週木曜日に係会を持ち、各学年会か

らの生徒情報や保健室の様子等係で

情報の共有に努めた。 

アセスのアンケートの実施と注意が

必要な生徒への聞き取り等できるだ

け生徒の声を聴くよう努めた。 

コロナ禍で、コミュニケーション不足

にならないよう声がけをした。 

〇   
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【内部評価用】                                                       ＮＯ．１５       

令和 ４年度 【渉外 】領域 （PTA・厚生 ）評価個票 
 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

  ○会員が参加しやすい活動を計画し実施す

る。 

一昨年、昨年に引き続き、コロナ禍により計画

したほとんどの事業が実施できなかった。コロ

ナ収束後には従来の活動が再開できることを

願っている。 

B 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ ＰＴＡ総会 

総会・学年ＰＴＡ・学級Ｐ

ＴＡへの参加 

態勢が十分であったか。 

総会開催は見送ったが、議案

書を全戸配布して議案の承認

に代えた。 

〇   

２ 
鈴蘭祭ＰＴＡバザー・

作品展 

バザー・作品展を通じて、

会員が鈴蘭祭へ積極的に

参加することができた

か。 

一般公開が見送られたため、

バザーは実施せず。作品展は

数名の方に出品いただいた。 

 〇  

３ 
大学見学（PTA研修旅

行） 

会員の進路指導への理解

を深めることができた

か。 

コロナの感染状況をふまえて

中止とした。 
 〇  

４ 
ソフトバレーボール

大会 

クラス・学年で参加を呼

びかけ、多くの会員相互

の親睦をはかることがで

きたか。 

コロナ禍での実施は難しいと

の判断から中止した。 
 〇  

５ ＰＴＡ会報 
活動状況を会員に伝える

ことができたか。 

夏期は発行済み、冬期も発行

に向けて準備中 
〇   

６ 校外巡視 
生徒の実態を保護者にも

理解してもらえたか。 

ＰＴＡ会員による巡視は見送

り 
  〇 

７ 職員厚生 
職員相互の親睦を深める

ことができたか。 
コロナ禍により実施せず   〇 
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【内部評価用】                                                                     ＮＯ １６ 

令和 ４年 度 【渉 外 】領 域 （同 窓 会 ）評 価 個 票 
 

今年度の重点目標 領域の評価（成果と課題） 総合評価 

① 総会、理事会、等の会合が問題なく進めら

れるように、同窓会と職員の連携を図る。

特に１１０周年記念事業を円滑に進める。 

② 同窓会からの配布物、情報等が教員団に速

やかに伝わるように配慮する。 

全日制１１０周年・定時制７０周年記念式典

を無事終えることができた。記念式典対応

のため同窓会と連携し情報交換が密におけ

萎えた。 
A 

ＮＯ 評価項目 評価の観点 評価（成果と課題） Ａ Ｂ Ｃ 

１ 活動計画の作成 

同窓会、生徒、職員が活躍

できる計画が立てられた

か。 

 

記念式典に向けた計画がしっ

かり立てられた。 
○   

２ 
理事会・支部長会の

準備、補助 

事前の計画、準備等にお

いて理事会・支部会等の

運営の積極的に関われた

か。職員サイドと同窓会

の橋渡しが円滑に行えた

か。 

 

理事会に向けて同窓会との協

力がとても良くできた。 

○   

３ 

総会の準備・運営。 

１１０周年記念事業

の準備。 

会員にしっかりとした情

報伝達の場としての総会

を提供できたか。記念事

業を円滑に進められた

か。 

１１０周年記念式典を円

滑に進められたか。 

式典、理事会とも円滑に進め

ることができた。 

○   

４ 
会報作成への取り組

み 

校内の様子を速やかにと

りまとめて、原稿を会報

編集者に提供できたか。 

 

各部署の協力により会報作成

が速やかに行えた。 
○   

５ 
「発展させる会」と

の連携 

生徒と同窓会員が積極的

に参加し、意見交換がで

きる場を提供できたか。 

新しい高校作りへ向けた

意見集約ができたか。 

 

残念ながら発展させる会は中

止となってしまったが来年度

に繋げてゆきたい。 
○   

 

 


